
経緯工芸同人出陣壮行会記念（吉田丈夫氏提供）
前列左よ り丸山不忘、高村豊周、染川鐵之助、田澤
清美、河内三郎、篠井欽司
後列左より吉田丈夫、 田中芳郎、
型、辻光典

渡辺守治、

⑭

学

徒

出

陣

戦
況
緊
迫
化
に
伴
っ
て
政
府
は
昭
和
十
八
年
九
月
、
学
生
生
徒
の
徴
兵
猶
予

の
停
止
を
決
定
し
、
次
い
で
十
月
二
日
、
勅
令
を
以
て
「
在
学
徴
集
延
期
臨
時

特
例
」
を
公
布
し
、
徴
兵
猶
予
措
置
を
廃
止
し
た
。
そ
の
た
め
、
満
二
十
歳
に

達
し
た
者
は
一
勢
に
徴
兵
検
査
を
施
行
さ
れ
、
同
月
十
二
日
に
閣
議
決
定
さ
れ

伊藤

中塩喜六入隊記念（中野特氏提供）

前列（坐位）右より原国政哲、手島修、中塩喜六、
永田大石、松田博
後列右より 中野将（腕章は「東京美術学校報国隊中
隊員」）、阿井正典、石塚清明、安田光男、岩田健、

小川符'
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H
昭
和
十
八
年
九
月
、
上
級
生
（
四
年
生
）
が
繰

上
卒
業
し
た
た
め
、
我
々

三
年
生
は
最
上
級
生
と

な

っ
た
。
そ
の
十
二
月
に
第
一
次
学
徒
出
陣
が
あ

っ
た
が
、
我
々
十
五
年
入
学
組
は
十
二
月

〔正
式

に
は
十

一
月
二
十
四
日
〕
に
仮
卒
業
と
な
り
、

軍

隊

へ
行

っ
て
い
る
最
中
の
十
九
年
九
月
に
自
動
的

に
卒
業
と
な
っ
た
。
我
々
だ
け
が
卒
業
制
作
も
せ

ず
、
追
い
出
さ
れ
る
よ
う
に
卒
業
さ
せ
ら
れ
た
の

で
あ
る
。

満
二
十
歳
以
上
が
動
員
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は

新
聞
で
知
り
、
そ
れ
ま
で
は
何
も
知
ら
さ
れ
な
か

っ
た
。
美
校
は
浪
人
が
多
い
の
で、

予
科
生
も
半

方
が
あ
っ
た
よ
う
だ
。

蒋
氏
（
彫
刻
科
）

の
文
で
あ
る
。
出
征
の
際
も
本
校
生
の
問
に
は
独
特
の
や
り

新
吉
内
田
老
節
圃

⑬

仮
卒
業
、
仮
修
了

同
年
十
一
月
二
十
四
日
、
学
徒
出
陣
（
同
年
十
二
月
）
の
た
め
三
学
年
生
徒

に
仮
卒
業
証
を
、
二
学
年
以
下
の
生
徒
に
は
仮
修
了
証
を
授
与
し
た
。

同一

年

11
•OO 

た
「
教
育
二
関
ス
ル
戦
時
非
常
措
置
方
策
」
に
甚
づ
い
て
理
工
科
系
お
よ
び
教

員
養
成
諸
学
校
の
学
生
を
除
く
一
般
学
生
は
兵
役
に
つ
く
こ
と
に
な
っ
た
。
同

年
十
二
月
一
日
に
は
第
一
回
学
徒
出
陣
が
実
施
さ
れ
、
学
生
、
生
徒
た
ち
は
一

斉
に
入
営
（
陸
軍
）
、
入
団
（
海
軍
）
し
、

ま
た
、
そ
れ
に
先
き
立
っ
て
十
月

二
十
一
日
、
明
治
神
宮
外
苑
競
技
場
で
出
陣
学
徒
壮
行
会
が
行
わ
れ
た
。
本
校

も
例
外
で
は
な
く
、
「
各
科
生
徒
級
別
現
員
表
」
(910
頁
）
に
明
ら
か
な
よ
う
に、

こ
れ
よ
り
登
校
者
数
は
激
減
し
、
ま
た
、

登
校
者
た
ち
も
長
期
の
勤
労
動
員
に

従
わ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
た
め
、
美
術
学
校
と
し
て
の
機
能
は
麻
痺
し
た
。

次
に
掲
げ
る
の
は

H
草
野
容一――
氏
（
油
画
科
）
か
ら
の
聞
ぎ
書
き
と
⇔
中
野
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